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中本

巌
著

評
論
・
福
井
の
文
化

上

本
書
は
、
福
井
新
聞
論
説
副
委
員
長
を
つ
と

め
る
小
林
巌
氏
が
、
昭
和
五
十
一
年
春
以
降
福

井
新
聞
学
芸
欄
に
「
文
化
ノ

l
ト
」
の
コ
ラ
ム

で
、
約
四
年
間
二
百
四
に
わ
た
り
「
巌
」
と
い

う
署
名
入
り
で
、
執
筆
掲
載
し
た
も
の
を
中
心

と
し
て
い
る
。
県
下
で
約
六
百
名
に
お
よ
ぶ
文

学
・
歴
史
・
民
俗
・
芸
術
な
ど
文
化
面
の
多
彩

な
業
績
を
、
県
内
屈
指
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
の
鋭
い
洞
察
力
、
批
判
眼
で
と
ら
れ
た
集

大
成
だ
と
も
い
え
る
。

本
書
の
構
成
は
、
則
武
三
雄
の
詩
・
ほ
か
、

広
部
英
一
の
詩
・
ほ
か
、
北
美
三
十
周
年
記
念

展
・
ほ
か
、
な
ど
計
十
六
の
分
野
に
類
別
し
て

整
理
編
集
し
、
読
者
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
小
林
氏
の
文
化
論
と
し
て
輿
味
ぶ

か
い
の
は
、
「
大
都
市
に
中
央
の
文
化
が
あ
っ

て
、
そ
れ
が
傾
斜
を
持
っ
て
地
方
に
流
れ
、
そ

こ
で
融
和
し
て
地
方
文
化
が
成
立
す
る
と
い
う

考
え
方
も
あ
る
が
、
も
と
も
と
か
地
方
文
化
。

な
ど
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
く
て
、
地
方
に

こ
そ
真
の
文
化
が
存
在
し
得
る
の
で
あ
る
。
(
後

略
)
」
〔
「
地
方
文
化
と
風
土
・
ほ
か
」
(
一
七
八

ペ
ー
ジ
)
〕
と
述
べ
る
が
、
た
し
か
に
八
十
年
代

の
「
地
方
」
を
考
え
る
場
合
に
も
、
重
要
な
提

言
だ
と
考
え
た
い
。
何
と
一
一
百
つ
で
も
「
地
方
」

の
個
性
豊
か
な
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
が
地
域

住
民
に
よ
り
積
極
的
か
つ
主
体
的
に
推
進
さ
れ

て
こ
そ
、
名
実
と
も
の
「
文
化
」
が
生
成
さ
れ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

著
者
自
身
が
「
あ
と
が
き
」
で
、

夫

「
抽
象
的

な
文
化
論
で
は
な
く
、
現
場
か
ら
の
文
化
レ
ポ

ー
ト
L

と
銘
打
つ
が
、
こ
う
し
た
内
容
の
も
の

は
、
県
下
で
は
最
初
の
試
み
で
も
あ
り
、
本
県

の
諸
文
化
の
具
体
的
動
向
を
理
解
す
る
う
、
え
で
、

き
わ
め
て
貴
重
な
業
績
と
し
て
高
く
評
価
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

な
お
小
林
氏
に
は
、
こ
れ
ま
で
『
一
挟
と
飢

僅
と
漂
流
と
』
・
越
前
豆
本
『
縫
組
漂
流
記
』

な
ど
の
著
書
が
あ
る
。

(
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
出
版
刊
二
七
五
ペ
ー
ジ

一
、
二

O
O円
)
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